
会長・幹事慰労会受付

会長・幹事への花束、記念品贈呈

ロータリーリーダーシップ研究会パートⅡ修了証伝達
石井浩一会長エレクト

お疲れ様でした　兼子充裕会長&宇留野秀一幹事

ロータリーの時間　兼子充裕会長

会長挨拶　兼子充裕会長

幹事挨拶　宇留野秀一幹事 次年度1-3会会長　薗部まゆみ会員川上英則副幹事三本締め！
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◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日
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　　　　　　　　　　　副幹事　　　　岡村　太郎

６月第４例会　６月27日（金）　会長・幹事慰労会６月第４例会　６月27日（金）　会長・幹事慰労会
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Weekly Report 
Rotary Club of Mito-Minami水戸南

  ロータリークラブ
RIテーマ：よいことのために手を取りあおう　地区スローガン：時は今 ところ足元 そのことに 打ち込む命 永久の御命
クラブ会長方針：『Enjoy Rotary！』（ロータリーを楽しもう！）

７月のロータリーレート
１ドル＝145円

会員動向について
石井年度は75名のスタートになります。

地区ロータリー財団研究会が開催されます
日　時：７月12日㈯　10:30～
場　所：ホテル日航つくば
出席者：藤沼ロータリー財団委員長、

岡村地区ロータリー財団グローバル補助金VTT担当委員

地区奉仕プロジェクト研究会が開催されます
日　時：７月19日㈯　10:00～
場　所：ホテルテラス ザ ガーデン水戸
出席者：二川職業奉仕委員長、録田社会奉仕委員長、
　　　　橋本国際奉仕・姉妹友好クラブ委員長

６月28日㈯ おひさま食堂が開催され、RCCの認証式を行いました
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　（16名）
原口、赤岩、兼子、宇留野、鈴木（憲）、録田、平山、塩沢、
石井、中庭、小川、笹館、磯﨑、二川、横須賀、川上

タイ・シーロムRC会長就任式・友好クラブ調印式、グローバ
ル補助金（GG2578023）医療用機器贈呈式に参加します
①7月５日㈯
友好クラブのタイ・シーロムRCの会長就任式・
友好クラブ調印式

於 バンコク タマサート大学同窓会館
②7月７日㈪
グローバル補助金を活用した医療機器贈呈式
於 アムナートチャルーン病院、カンタルーク病院

次回例会日程
日　時：７月11日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：クラブ協議会「委員会事業計画」各委員会
※今年度の委員会事業計画は、７月25日㈮にガバ
ナー公式訪問が予定されている為、11日の第２例
会のみで行います。例会内でのクラブ協議会ですの
で、会員の皆様のご出席をお願い申し上げます。

訃報　
米田英雄会員のご母堂 すみ様が94歳にて永眠され、
家族葬にて執り行われました。
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2025年７月４日（金）

 1. 点鐘・開会 
 2. 国歌斉唱・ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 石井浩一会長
 5. 各委員会委員長紹介 石井浩一会長
 6. 直前会長・幹事への記念品贈呈（兼子充裕直前

会長・宇留野秀一直前幹事）バッチ引継　
 7. タイ・シーロムRC訪問団結成式
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告

―　休　憩（１分間）　―
11. 卓話『今年度の方針について』

石井浩一会長、川上英則幹事
12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

７月第１例会プログラム

前週訂正出席率70.83％
77名 44名 33名 67.69％６月第４例会（６月27日）

出席状況
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母子の健康月間
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2025-26年度　第１回定例理事会　議事録
日　時　６月23日㈪　18:30～
場　所　でん助
出席者　役　　員　石井浩一　　島根昌明　　米田英雄

　　　　　川上英則　　篠原　勉　　長岡秀典
　　　　　兼子充裕
理　　事　二川隆司　　録田幸裕　　山下真悟
　　　　　橋本　哲　　岡村太郎　　鈴木さちよ
　　　　　藤沼健二　　上野義哉　　川﨑英輝
　　　　　米川幸喜　　久保田規子　　小泉正史

議事・決議事項
①石井会長挨拶
②2025-2026年度会長方針について 《承　認》
③年間スケジュールについて 《承　認》
④委員会編成について 《承　認》
⑤７・８月の例会プログラムについて 《承　認》
⑥2025-2026年度予算について 《継続審議》

⑦2025-2026年度上期年会費について 《継続審議》
⑧ロータリー財団地区補助金事業（子ども元気プロジェクト）
 《承　認》
⑨ジュニエコ支援事業 《承　認》
⑩タイ・シーロムRCと友好クラブ調印について 《承　認》
⑪タイ・シーロムRC会長就任式・GGに参加する件 《承　認》
⑫ガバナー公式訪問について 《承　認》
⑬新会員候補者について 《確　認》
⑭Zoomオンライン例会の併用について 《承　認》
⑮My ROTARY活用（Eラーニング受講）について 《確　認》
⑯納涼家族例会の会費特別徴収について 《承　認》
保留事項　特になし
次回定例理事会
日時　７月28日㈪
　　　　理事会 18:30～　懇親会 19:30～　
場所　未定
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『Enjoy Rotary！』（ロータリーを楽しもう！）

　フランチェスコ・アレッツォRI会長は2025-26年度
のメッセージを「よいことのために手を取りあおう」
（UNITE FOR GOOD）としました。
　RI会長は、ロータリーの最大の財産は会員であ
り、個々の会員が協力することで世界を変える力が
あると述べています。また、成長のための「不可欠
な３つの柱」として、革新、継続性、パートナー
シップを挙げ、変化する世界に適応し続ける事の重
要性を協調しています。ロータリー会員が団結し、
共に善いことを行うことで、地域社会や世界全体に
ポジティブな変化をもたらすとしています。
　さて、水戸南ロータリークラブは1973年（昭和48
年）５月４日にチャーターメンバーは29名で創立
し、同年６月７日にRI加盟承認されました。３年後
にクラブ創立55年となります。創立55周年を迎える
時には、創立時の３倍強の会員数90名を目指しま
す。
　現在、姉妹クラブに第3740地区　清州西原ロータ
リークラブ（大韓民国）、友好クラブには、第3350地
区　シーロムロータリークラブ（タイ）、第2670地区
高松西ロータリークラブ（香川県）と締結していま
す。国内外のクラブとお互いにクラブ会員が交流し
共同の奉仕活動を行っています。今後も深い人的交
流を行っていきます。
　アレッツォRI会長、瀬戸ガバナー方針に基づきな
がら、今年度の会長方針は、『Enjoy Rotary！』
（ロータリーを楽しもう！）としました。
　「ロータリーの最大の財産は会員である」を基本
に考えます。「よいことのために手を取りあう」クラ
ブ会員には、世代を超えて学び、学ぶ機会の創出を
し、例会、奉仕活動への参加や親睦を通して、ロー
タリーを楽しんで頂きたいと思います。クラブ会員
相互の親睦と友情の絆を深めることを、そして、こ

の輪を広げていくことが大切であると考えます。自
らロータリーを楽しんでください。
　水戸南ロータリークラブは、時代に合わせて変化
しながらも、ロータリーの基本的な理念や伝統を大
切にすることで、より一層社会に貢献していくこと
ができると考えます。
　皆様、よろしくお願いいたします。

2025-26年度　重点項目と目標
１．2025-26年度クラブ優秀賞の獲得
⑴年間を通したロータリークラブ活動をEnjoyした結
果、クラブ優秀賞が後からついてくるようにしま
しょう。

２．会員増強について
⑴会員増強　10名（80名＋＠で次年度へ）
⑵会員のサポート強化（会員維持）

３．ロータリー財団と米山奨学会への支援
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付150
ドル・ポリオ30ドル）
⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名以上
⑷米山記念奨学金：一人25,000円（普通寄付5,000
円、特別寄付20,000円）以上

４．My ROTARYの登録推進と活用促進
⑴My ROTARYの会員登録　100％を維持する
⑵My ROTARYのＥラーニング受講を促進する

会　　長 石　井　浩　一
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役 員 石井　浩一（会  長）

島根　昌明（会長エレクト・会員組織委員長）

米田　英雄（副会長・クラブ管理運営委員長）

川上　英則（幹  事）

篠原　　勉（会  計）

長岡　秀典（会場監督・会場運営委員長）

兼子　充裕（直前会長）

理 事 二川　隆司（職業奉仕委員長）

録田　幸裕（社会奉仕委員長）

山下　真悟（青少年奉仕委員長）

橋本　　哲（国際奉仕・姉妹友好クラブ委員長）

岡村　太郎（副幹事）

鈴木さちよ（公共イメージ委員長）

藤沼　健二（ロータリー財団委員長）

上野　義哉（米山記念奨学委員長）

川﨑　英輝（会員増強委員長）

谷島　孝明（プログラム委員長）

米川　幸喜（出席委員長）

久保田規子（親睦活動委員長）

小泉　正史（IT資料委員長）

　島　根　昌　明

①及　川　　　譲

　鈴　木　憲　一

　川　﨑　英　輝

①粂　田　信　行

　米　田　英　雄

　米　川　幸　喜

　久保田　規　子

　長　岡　秀　典

　谷　島　孝　明

　鈴　木　さちよ

　川　﨑　紀　子

　小　泉　正　史

　鈴　木　由紀子

　兼　子　充　裕

　二　川　隆　司

　録　田　幸　裕

　山　下　真　悟

　橋　本　　　哲

　藤　沼　健　二

　上　野　義　哉

　平　山　桜　子

　篠　原　　　勉

　岡　村　太　郎

②赤　岩　賢　二

　小　路　　　實

　原　口　一　吉

②石　川　啓　司

　谷　島　孝　明

　太　田　聖　史

　録　田　幸　裕

　中　庭　浩　実

　久保田　規　子

　鈴　木　優　一

　鈴　木　由紀子

　伊　藤　浩　一

　藤　沼　健　二

　宇留野　秀　一

　横須賀　　　舞

　長　岡　秀　典

　石　川　　　豊

　織　也　スィ－ナ

　桑　名　武　之

　根　本　直　哉

　山　下　真　悟

　金　澤　康　光

会 員 組 織

職 業 分 類

会 員 選 考

会 員 増 強

ロータリー情報

ク ラ ブ 管 理 運 営

出 席

親 睦 活 動

会 場 運 営

プ ロ グ ラ ム

公 共 イ メ ー ジ

会 報

Ｉ Ｔ 資 料

雑 誌

奉仕プロジェクト

職 業 奉 仕

社 会 奉 仕

青 少 年 奉 仕

国際奉仕・姉妹友好クラブ

ロ ー タ リ ー 財 団

米 山 記 念 奨 学

ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

会 計

鈴　木　憲　一

久保田　規　子

川　﨑　紀　子

久信田　秀　一

近　藤　亮　介

廣　澤　一　浩

小　川　啓　子

録　田　幸　裕

髙　野　　　賢

高　柳　益　美

根　本　 　次

工　藤　貴　正

飯　嶋　秀　郎

塩　沢　富　夫

飯　嶋　秀　郎

　及　川　　　譲

③宇留野　秀　一

　篠　原　　　勉

　武　田　　　誠

③兼　子　充　裕

　米　川　幸　喜

　鈴　木　さちよ

　軍　司　由　佳

　人　見　光　一

　浅　野　佑　介

　磯　﨑　昭　彦

　山　本　　　大

　深　谷　　　智

　井　澤　卓　司

　水　口　二　良

　二　川　隆　司

　北　原　　　実

　笹　館　康　男

　川　澄　千亜紀

　川　﨑　篤　之

　長谷川　國　雄

　佐　藤　　　衛

　郡　司　恵一郎

川　﨑　英　輝

長　岡　秀　典

小　泉　正　史

松　本　隆　史

薗　部　まゆみ

大　原　康　宏

山　下　真　悟

皆　川　雄　作

綿　引　甚　介

大　金　　　誠

粂　田　信　行

谷　島　孝　明

鈴　木　由紀子

高　梨　博　行

橋　本　　　哲

山　崎　克　彦

委員会編成表

（注）　①３年任期委員　②２年任期委員　③１年任期委員

2025年７月１日現在

委　員　会 委　員　長 副 委 員 長 委　　　　　　　　　　　　　　員

会計監査：塩沢　富夫
地区：佐藤　衛・長谷川國雄・石井浩一・宇留野秀一・岡村太郎・録田幸裕・中庭浩実     
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会　　長 石　井　浩　一
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長　岡　秀　典
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クラブ会長方針 2025-2026年度 クラブ役員・理事・委員会編成表

『Enjoy Rotary！』（ロータリーを楽しもう！）

　フランチェスコ・アレッツォRI会長は2025-26年度
のメッセージを「よいことのために手を取りあおう」
（UNITE FOR GOOD）としました。
　RI会長は、ロータリーの最大の財産は会員であ
り、個々の会員が協力することで世界を変える力が
あると述べています。また、成長のための「不可欠
な３つの柱」として、革新、継続性、パートナー
シップを挙げ、変化する世界に適応し続ける事の重
要性を協調しています。ロータリー会員が団結し、
共に善いことを行うことで、地域社会や世界全体に
ポジティブな変化をもたらすとしています。
　さて、水戸南ロータリークラブは1973年（昭和48
年）５月４日にチャーターメンバーは29名で創立
し、同年６月７日にRI加盟承認されました。３年後
にクラブ創立55年となります。創立55周年を迎える
時には、創立時の３倍強の会員数90名を目指しま
す。
　現在、姉妹クラブに第3740地区　清州西原ロータ
リークラブ（大韓民国）、友好クラブには、第3350地
区　シーロムロータリークラブ（タイ）、第2670地区
高松西ロータリークラブ（香川県）と締結していま
す。国内外のクラブとお互いにクラブ会員が交流し
共同の奉仕活動を行っています。今後も深い人的交
流を行っていきます。
　アレッツォRI会長、瀬戸ガバナー方針に基づきな
がら、今年度の会長方針は、『Enjoy Rotary！』
（ロータリーを楽しもう！）としました。
　「ロータリーの最大の財産は会員である」を基本
に考えます。「よいことのために手を取りあう」クラ
ブ会員には、世代を超えて学び、学ぶ機会の創出を
し、例会、奉仕活動への参加や親睦を通して、ロー
タリーを楽しんで頂きたいと思います。クラブ会員
相互の親睦と友情の絆を深めることを、そして、こ

の輪を広げていくことが大切であると考えます。自
らロータリーを楽しんでください。
　水戸南ロータリークラブは、時代に合わせて変化
しながらも、ロータリーの基本的な理念や伝統を大
切にすることで、より一層社会に貢献していくこと
ができると考えます。
　皆様、よろしくお願いいたします。

2025-26年度　重点項目と目標
１．2025-26年度クラブ優秀賞の獲得
⑴年間を通したロータリークラブ活動をEnjoyした結
果、クラブ優秀賞が後からついてくるようにしま
しょう。

２．会員増強について
⑴会員増強　10名（80名＋＠で次年度へ）
⑵会員のサポート強化（会員維持）

３．ロータリー財団と米山奨学会への支援
⑴ロータリー財団：一人180ドル以上（年次寄付150
ドル・ポリオ30ドル）
⑵ベネファクター１名以上
⑶ポリオプラス・ソサエティ　現PPS会員＋２名以上
⑷米山記念奨学金：一人25,000円（普通寄付5,000
円、特別寄付20,000円）以上

４．My ROTARYの登録推進と活用促進
⑴My ROTARYの会員登録　100％を維持する
⑵My ROTARYのＥラーニング受講を促進する

会　　長 石　井　浩　一
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　米　川　幸　喜

　久保田　規　子

　長　岡　秀　典

　谷　島　孝　明

　鈴　木　さちよ

　川　﨑　紀　子

　小　泉　正　史

　鈴　木　由紀子

　兼　子　充　裕

　二　川　隆　司

　録　田　幸　裕

　山　下　真　悟

　橋　本　　　哲

　藤　沼　健　二

　上　野　義　哉

　平　山　桜　子

　篠　原　　　勉

　岡　村　太　郎

②赤　岩　賢　二

　小　路　　　實

　原　口　一　吉

②石　川　啓　司

　谷　島　孝　明

　太　田　聖　史

　録　田　幸　裕

　中　庭　浩　実

　久保田　規　子

　鈴　木　優　一

　鈴　木　由紀子

　伊　藤　浩　一

　藤　沼　健　二

　宇留野　秀　一

　横須賀　　　舞

　長　岡　秀　典

　石　川　　　豊

　織　也　スィ－ナ

　桑　名　武　之

　根　本　直　哉

　山　下　真　悟

　金　澤　康　光

会 員 組 織

職 業 分 類

会 員 選 考

会 員 増 強

ロータリー情報

ク ラ ブ 管 理 運 営

出 席

親 睦 活 動

会 場 運 営

プ ロ グ ラ ム

公 共 イ メ ー ジ

会 報

Ｉ Ｔ 資 料

雑 誌

奉仕プロジェクト

職 業 奉 仕

社 会 奉 仕

青 少 年 奉 仕

国際奉仕・姉妹友好クラブ

ロ ー タ リ ー 財 団

米 山 記 念 奨 学

ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

会 計

鈴　木　憲　一

久保田　規　子

川　﨑　紀　子

久信田　秀　一

近　藤　亮　介

廣　澤　一　浩

小　川　啓　子

録　田　幸　裕

髙　野　　　賢

高　柳　益　美

根　本　 　次

工　藤　貴　正

飯　嶋　秀　郎

塩　沢　富　夫

飯　嶋　秀　郎

　及　川　　　譲

③宇留野　秀　一

　篠　原　　　勉

　武　田　　　誠

③兼　子　充　裕

　米　川　幸　喜

　鈴　木　さちよ

　軍　司　由　佳

　人　見　光　一

　浅　野　佑　介

　磯　﨑　昭　彦

　山　本　　　大

　深　谷　　　智

　井　澤　卓　司

　水　口　二　良

　二　川　隆　司

　北　原　　　実

　笹　館　康　男

　川　澄　千亜紀

　川　﨑　篤　之

　長谷川　國　雄

　佐　藤　　　衛

　郡　司　恵一郎

川　﨑　英　輝

長　岡　秀　典

小　泉　正　史

松　本　隆　史

薗　部　まゆみ

大　原　康　宏

山　下　真　悟

皆　川　雄　作

綿　引　甚　介

大　金　　　誠

粂　田　信　行

谷　島　孝　明

鈴　木　由紀子

高　梨　博　行

橋　本　　　哲

山　崎　克　彦

委員会編成表

（注）　①３年任期委員　②２年任期委員　③１年任期委員

2025年７月１日現在

委　員　会 委　員　長 副 委 員 長 委　　　　　　　　　　　　　　員

会計監査：塩沢　富夫
地区：佐藤　衛・長谷川國雄・石井浩一・宇留野秀一・岡村太郎・録田幸裕・中庭浩実     



会長・幹事慰労会受付

会長・幹事への花束、記念品贈呈

ロータリーリーダーシップ研究会パートⅡ修了証伝達
石井浩一会長エレクト

お疲れ様でした　兼子充裕会長&宇留野秀一幹事

ロータリーの時間　兼子充裕会長

会長挨拶　兼子充裕会長

幹事挨拶　宇留野秀一幹事 次年度1-3会会長　薗部まゆみ会員川上英則副幹事三本締め！

幹 事 報 告

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：川﨑紀子　副委員長：鈴木由紀子　委員：深谷　智

●会　長　石井　浩一　会長エレクト　島根　昌明
●幹　事　川上　英則　副会長　　　　米田　英雄
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　岡村　太郎

６月第４例会　６月27日（金）　会長・幹事慰労会６月第４例会　６月27日（金）　会長・幹事慰労会

週 報

Weekly Report 
Rotary Club of Mito-Minami水戸南

  ロータリークラブ
RIテーマ：よいことのために手を取りあおう　地区スローガン：時は今 ところ足元 そのことに 打ち込む命 永久の御命
クラブ会長方針：『Enjoy Rotary！』（ロータリーを楽しもう！）

７月のロータリーレート
１ドル＝145円

会員動向について
石井年度は75名のスタートになります。

地区ロータリー財団研究会が開催されます
日　時：７月12日㈯　10:30～
場　所：ホテル日航つくば
出席者：藤沼ロータリー財団委員長、

岡村地区ロータリー財団グローバル補助金VTT担当委員

地区奉仕プロジェクト研究会が開催されます
日　時：７月19日㈯　10:00～
場　所：ホテルテラス ザ ガーデン水戸
出席者：二川職業奉仕委員長、録田社会奉仕委員長、
　　　　橋本国際奉仕・姉妹友好クラブ委員長

６月28日㈯ おひさま食堂が開催され、RCCの認証式を行いました
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　（16名）
原口、赤岩、兼子、宇留野、鈴木（憲）、録田、平山、塩沢、
石井、中庭、小川、笹館、磯﨑、二川、横須賀、川上

タイ・シーロムRC会長就任式・友好クラブ調印式、グローバ
ル補助金（GG2578023）医療用機器贈呈式に参加します
①7月５日㈯
友好クラブのタイ・シーロムRCの会長就任式・
友好クラブ調印式

於 バンコク タマサート大学同窓会館
②7月７日㈪
グローバル補助金を活用した医療機器贈呈式
於 アムナートチャルーン病院、カンタルーク病院

次回例会日程
日　時：７月11日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：クラブ協議会「委員会事業計画」各委員会
※今年度の委員会事業計画は、７月25日㈮にガバ
ナー公式訪問が予定されている為、11日の第２例
会のみで行います。例会内でのクラブ協議会ですの
で、会員の皆様のご出席をお願い申し上げます。

訃報　
米田英雄会員のご母堂 すみ様が94歳にて永眠され、
家族葬にて執り行われました。

３

４

５

６

７

８

2025年７月４日（金）

 1. 点鐘・開会 
 2. 国歌斉唱・ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 石井浩一会長
 5. 各委員会委員長紹介 石井浩一会長
 6. 直前会長・幹事への記念品贈呈（兼子充裕直前

会長・宇留野秀一直前幹事）バッチ引継　
 7. タイ・シーロムRC訪問団結成式
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告

―　休　憩（１分間）　―
11. 卓話『今年度の方針について』

石井浩一会長、川上英則幹事
12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

７月第１例会プログラム

前週訂正出席率70.83％
77名 44名 33名 67.69％６月第４例会（６月27日）

出席状況

４－Vol.52  No1（第2384）

Vol.53  No1（第2421）－１ 2025年（令和7年）７月４日（金）

母子の健康月間

１

２

2025-26年度　第１回定例理事会　議事録
日　時　６月23日㈪　18:30～
場　所　でん助
出席者　役　　員　石井浩一　　島根昌明　　米田英雄

　　　　　川上英則　　篠原　勉　　長岡秀典
　　　　　兼子充裕
理　　事　二川隆司　　録田幸裕　　山下真悟
　　　　　橋本　哲　　岡村太郎　　鈴木さちよ
　　　　　藤沼健二　　上野義哉　　川﨑英輝
　　　　　米川幸喜　　久保田規子　　小泉正史

議事・決議事項
①石井会長挨拶
②2025-2026年度会長方針について 《承　認》
③年間スケジュールについて 《承　認》
④委員会編成について 《承　認》
⑤７・８月の例会プログラムについて 《承　認》
⑥2025-2026年度予算について 《継続審議》

⑦2025-2026年度上期年会費について 《継続審議》
⑧ロータリー財団地区補助金事業（子ども元気プロジェクト）
 《承　認》
⑨ジュニエコ支援事業 《承　認》
⑩タイ・シーロムRCと友好クラブ調印について 《承　認》
⑪タイ・シーロムRC会長就任式・GGに参加する件 《承　認》
⑫ガバナー公式訪問について 《承　認》
⑬新会員候補者について 《確　認》
⑭Zoomオンライン例会の併用について 《承　認》
⑮My ROTARY活用（Eラーニング受講）について 《確　認》
⑯納涼家族例会の会費特別徴収について 《承　認》
保留事項　特になし
次回定例理事会
日時　７月28日㈪
　　　　理事会 18:30～　懇親会 19:30～　
場所　未定


